
第８回はりま新宮小中一貫校開校準備委員会小学校区部会（越部小学校） 

議事録 

 

日時 令和８年８月３日（月）    

   午後７時から         

場所 越部コミュニティセンター   

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 報  告 

 第１１回開校準備委員会の協議内容について【資料１】 

事務局から説明 

 

～ 質疑なし ～ 

 

 

３ 議  事 

(１) 小学校の閉校に伴う行事等について【資料２】 

事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（部会長）閉校記念式典には小学生も参加するのか。また、開催日や他校の実施時期

はどうなっているのか。 

（委員）小学生も参加する。 

（事務局）閉校記念式典は２月に行う予定で、各小学校で日時が決定している。 

（委員）中学校はどうなるのか。 

（事務局）中学校では式典は行わないが、生徒会を中心に行事等を通じた周知やイベ

ントを考えていると聞いている。 

（部会長）前回は式典と記念事業を一緒にする話があったが、どのように決めていく

のか。 

（委員）実行委員会を立ち上げ、その中で決定していく。内容によっては式典と同日

に行う形も考えられる。 

（委員）実行委員会は学校、地域、ＰＴＡで立ち上げ、学校が中心となって進めてい

くのがよい。 

（事務局）記念事業や記念誌については、１２月末までに方向性やおおよその予算に



ついて、学校を通じて事務局へ報告していただきたい。 

（委員）閉校記念誌の費用は仕様内であれば市負担か。 

（事務局）そのとおりである。越部小学校では１８０部程度を予定しており、ＰＴＡ

会員、教職員、公民館、来賓分などを見込んでいる。 

（部会長）地域全体への配布はしないのか。 

（事務局）各戸配布ではなく、公民館等への設置を基本に考えている。 

（委員）実行委員会のメンバーについても相談したい。 

（事務局）実行委員会で協議内容を整理し、１２月末までに報告いただけるのであれ

ば、１１月の小学校区部会は開催しなくてもよいと考えている。 

（委員）記念事業として、児童主体の音楽会や、卒業生も参加しやすい内容にしては

どうか。 

（委員）過去の記念行事のように、多くの方が参加できる内容がよい。 

（委員）全員で絵を描くような参加型の取組も考えられる。 

 

 

 (２) 「（仮称）地域交流室」に設置する記念品候補について【資料３】 

記念品設置イメージについて事務局から説明 

＜質疑応答＞ 

（委員）展示棚に校歌は入らないのか。 

（事務局）校歌は別の場所に設置予定である。また、展示物は後から入れ替えること

も可能である。 

（委員）展示物の入替は誰が決めるのか。 

（事務局）学校が管理者となるため、変更がある場合は、必要に応じて学校と協議い

ただきたい。 

（委員）今後、委員や自治会役員が替わった後の管理方法も気になる。基準がある方

が運用しやすいのではないか。 

（委員）今回のメンバーで方向性を決め、その後の変更は必要に応じて改めて協議す

る形でよいのではないか。 

（事務局）設置物の決定は令和９年度半ばであり、まだ時間がある。追加したいもの

があれば今後の小学校区部会でご意見をいただきたい。 

 

 

 (３) スクールバス運行ルートの確定について【資料４】 

（委員）下校は低学年と高学年で分かれるのか。 

（事務局）下校はそれぞれの下校時間に合わせて２回を想定している。一斉下校時は

１回である。 



（委員）学童はどうなるのか。 

（事務局）学童は小中一貫校の体育館に設置予定で、保護者の迎えを依頼する。 

（委員）自治会ごとの乗降場所が決まっているが、希望により別の乗降場所で乗降す

ることは可能か。 

（事務局）名簿作成時に保護者の希望を確認するため、申し出は可能と考えている。 

（委員）児童が少ない地域でもそのルートで運行されるのか。 

（事務局）運行する。 

（委員）登校時、１年生も子どもだけで集合場所へ行くのか。 

（事務局）現在の登校と同様で、保護者が付き添う場合もあれば、子どもだけで行く

場合もある。 

（委員）集合時間に間に合わなかった場合はどうなるのか。 

（事務局）開校までに連絡体制を整えていく。 

（委員）欠席や遅刻の連絡が運転手に伝わる体制が必要ではないか。 

（事務局）学校に連絡調整を行う担当者を配置できるよう検討している。また、運転

手による児童全員の把握なども含め、安全に通学できるよう検討していく。 

（部会長）これまでの協議結果を踏まえ、このルートと乗降場所で確定としてよいか。 

（異議なし） 

（委員）バスの閉じ込め事故が心配である。 

（事務局）バスには置き去り防止装置を設置し、この装置と運転手による目視の両方

で児童の降車を確認することとなる。 

 

 

４ その他 

（部会長）今の制服と体操服はいつまで着用できるのか。 

（事務局）現在着用している制服、体操服はそのまま着用し続けて問題ない。 

（委員）帽子についてはどうか。 

（事務局）帽子についてはまだ決まっていない。 

 

（委員）実行委員会は、この小学校区部会の委員を基本メンバーとし、加えて各消防

団から代表者に参加いただく形としてはどうか。（異議なし） 

 

 

５ 閉  会 

 


